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第２号様式 

３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：     経済部   産業観光課 

施 設 名 三沢市寺山修司記念館 

指 定 管理 者 名 株式会社テラヤマ・ワールド 

指 定 期 間 平成３０年４月１日～平成３５年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

入館者数 ９，８０１名 １０，５９０名 夏のイベントの動員数による 

    

    

    

    

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 ２２，１５３ 人件費 １３，８７２ 

利用料金 ３，４４９ 事務・管理・委託費 ９，５１３ 

その他 ２０６ 事業費 ２，１４０ 

  還元金 ３６２ 

合計（①） ２５，８０８ 合計（②） ２５，８８７ 

  収支差額（①－②） △７９ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

経費に関しては、指定管理料の引き下げに伴い、業務委託・リース機器業者の選

定や金額交渉、電気契約の見直し等を行ってきたが、これ以上の削減は限界があ

る。契約業者からは、委託料が上がらないのであれば、人件費を払いきれないため、

今後の契約をやめたいという申し出もあった。 

アンケート結果は引き続き、平日のバス運行がないことに対する意見が多い。電話

問い合わせの際に、駅からのタクシーで往復7,000円程度かかることを伝えると、行く

のを止めるという方もいる。当館は県外からのお客様が多いため、改善を強く要望す

る。 

 

 

施設担当課 

 

 

 来館者数については昨年度から横ばいとなっている。アンケート調査からの分析に

よると三沢市内からの来館者数が少ないようであるため、三沢市民の利用増加に対

する取り組みをしていただきたい。 

交通手段に対する改善は観光客のみではなく、高齢者等の交通弱者に対する施策で

もあるため関係課で協議が必要である。 

業務委託については自前で対応可能なものは自前で対応する努力が必要である。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ａ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ｂ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ｂ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ｂ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


